
0

マイクロ固体フォトニクス研究会（2022年3月16日）

経済安全保障とセラミックス

Innovation！ …Think Ceramics

一般社団法人日本ファインセラミックス協会

専務理事 矢野友三郎
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１．技術大国日本の現状
２．経済安全保障法と技術プログラム
３．セラミックス産業の現状
４．FC Roadmap 2050

５．今後の課題

本日の内容



常識は変わる

〇社会：・従来資本主義→共感資本主義

・見通せる→ＶＵＣＡ（ブーカ）

Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）

Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）

〇ビジネス：・スペック→価値

・要素（技術）→システム（ｿﾘｭｰｼｮﾝ）

〇企業：・収益→ＳＤＧｓ

・競争→共創

・効率→信頼・ＱＯＬ（多様化）

2コロナで社会もノーマルからニューノーマル



ＶＵＣＡ時代を生き抜く
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現在

正解のない

世界

（出所）新しい働き方、nomad-journal.jp
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１．技術大国日本の現状（日・米・中比較）



Innovation Index 2021（WIPO）

2021年版
GII指標の調査基準

（2007年から調査を開始）
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It measures innovation based on criteria that include institutions, human capital and research, infrastructure, 

credit, investment, linkages; the creation, absorption and diffusion of knowledge; and creative outputs. 



World Competitiveness Ranking 2021
International Institute for Management Development (IMD)、Swiss
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アジア地域：シンガポール5位（前年1位）、香港7（5）、台湾8（11）、中国16（20）、韓国23（23）、
マレーシア25（27）、タイ28（29）、日本31（34）

2021 Country 2020 2021 Country 2020

1 Switzerland 3 +2 ↑ 11 Finland 13 +2 ↑

2 Sweden 6 +4 ↑ 12 Luxembourg 15 +3 ↑

3 Denmark 2 ‐1 ↓ 13 Ireland 12 ‐1 ↓

4 Netherlands 4 ‐ ‐ 14 Canada 8 ‐6 ↓

5 Singapore 1 ‐4 ↓ 15 Germany 17 +2 ↑

6 Norway 7 +1 ↑ 16 China 20 +4 ↑

7 Hong Kong SAR 5 ‐2 ↓ 17 Qatar 14 ‐3 ↓

8 Taiwan, China 11 +3 ↑ 18 United Kingdom 19 +1 ↑

9 UAE 9 ‐ ‐ 19 Austria 16 ‐3 ↓

10 USA 10 ‐ ‐ 20 New Zealand 22 +2 ↑

Ranking Change Ranking Change



2021年IMD世界デジタル競争力ランキング
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主要64カ国・地域のデジ

タル経済とデジタル技術の
能力を評価。

米国が4年連続でデジタ

ル競争力の世界ランキング
でトップ。

中国（2018年30位）はそ
の間に15位に急上昇、日
本は2017年は27位、そして
2021年が28位と低迷した
まま。

日本28位



OECD/PISA 2018年ICT活用調査
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（注）PISA（Programme for International Student Assessment、国際学力調査）

日本50位
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私達はどこで道を誤ったのか １

半導体メーカ別売上げランキングの推移

（出所）AI+IoT時代の日本のエレクトロニクス産業、パナソニック(株)イノベーション戦略室 梶本 一夫
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私達はどこで道を誤ったのか ２

エレクトロニクス業界 ４つの時代区分

（出所）AI+IoT時代の日本のエレクトロニクス産業、パナソニック(株)イノベーション戦略室 梶本 一夫
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２．経済安全保障とは

〇 日本は、自由で開かれた経済を原則として、民間主体による自由
な経済活動を促進し経済を発展してきた。

〇 近年、下記の（１）～（３）が進展する中、国民の安全・安心に対す
る新たなリスクが顕在化し、経済政策を安全保障の観点から捉
え直す必要性が高まった。

（１）産業基盤のデジタル化と高度化：
サイバー攻撃による脅威

（２）新興国の経済成長とグローバル・バリューチェーンの深化：
国際的なサプライチェーン上の脆弱性が顕在化

（３）安全保障の裾野拡大：
経済的手段を用いた国益追及

（出所）経済安全保障法制に関する 有識者会議（2021年11月）



経済安全保障法までの経緯

〇2020年4月、国家安全保障局に経済班を設置

〇2021年6月、「経済財政運営と改革の基本方針2021」
・国際秩序の下で、 我が国の自律性の確保・優位性の獲得

・重要技術を特定し、保全・育成する取組を強化、基幹的な産業 を強靱化

○ 2021年10月、岸田内閣で経済安全保障担当大臣の新設

○ 2021年11月、第１回経済安全保障推進会議

〇2022年2月、経済安全保障法制に関する提言

〇2022年2月、 経済安保推進法案を閣議決定



内閣官房の概要

内閣官房は、内閣の補助機関であるとともに、内閣の首長たる内閣総理大臣を直接
に補佐・支援する機関。具体的には、内閣の庶務、内閣の重要政策の企画立案・総合
調整、情報の収集調査などが任務。

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

国家安全保障局

内閣総務官

経済安全保障制度審議室

デジタル市場競争本部事務局

新型コロナウイルス等感染症対策推進室

内閣ｻｲﾊﾞﾞｰｾｷｭﾘﾃｨｾﾝﾀｰ

内閣情報調査室

・・・・・・・・・・・（35室）・・・・・・・・

（経済安保有識者会議）



（委員長）
青木 節子 慶大院法務研究科教授
（委員）
阿部 克則 学習院大法学部教授
上山 隆大 総合科学技術常勤議員
大橋 弘 東大公共政策大学院長
兼原 信克 同志社大特別客員教授
北村 滋 北村ｴｺﾉﾐｯｸｾｷｭﾘﾃｨ代表
久貝 卓 日本商工会常務理事
小柴 満信 経済同友会副代表幹事
小林いずみ ANA社外取締役
角南 篤 笹川平和財団理事長

土屋 大洋 慶大院政策ﾒﾃﾞｨｱ研教授
長澤 健一 ｷｬﾉﾝ専務知財本部長
羽藤 秀雄 住友電気工業社長
原 一郎 日本経団連常務理事
松本洋一郎 東大名誉教授
三村優美子 青山学院大名誉教授
渡井理佳子 慶大院法務研究科教授
渡部 俊也 東大未来ﾋﾞｼﾞｮﾝ研究

ｾﾝﾀｰ教授

経済安全保障法制有識者会議



（出所）経済安全保障の推進に向けて（内閣府、2021年11月）



通商国家、日本

（技術大国日本という時代錯誤）
・日本経済の世界評価は下降（G７の中で最階位を低迷）
・経済大国・技術大国という幻創（勘違い）が続く日本。
・隣国・中国に劣る現状をもっと真剣に危惧する必要あり。

（経済スピードへの対応）
・近年の経済スピード＝強いイニシアチブ（大統領制有利）
・徐々に変化する日本、短命政権や霞が関人事の弱点
・政権寿命と責任所在（言いっ放しのNATO）

（経済安全保障と技術）
・経済安全保障の基本は経済、経済＝交渉力（＝武器）
・（戦後）軍事力≠外交ツール＝経済力・技術力
・技術力＝先端技術（市場経済メカニズムが不十分）



市場における技術の位置付け
日本はまず、技術を経済のみに使う発想からの脱皮

安心

品質
安全

安全保障

防衛 攻撃

（Commercial市場 ）

Ａ型

Ｂ型

（出所）経済産業研究所講演資料（2004年、村山裕三 大阪外大学教授）

市場経済メカニ
ズムのない領域

（非Commercial市場 ）
魅力的

品質
当たり前

品質









経済安全保障法制に関する提言 概要

（背景）
〇近年、国際情勢の複雑化、社会経済構造の変化等が進展する中、国民

生活や経済活動に対するリスクが顕在化。
〇諸外国は産業基盤強化の支援、先端的な重要技術の研究開発、機微技

術の流出防止や輸出管理強化等の施策を 推進・強化。
〇政府は、2021年11月に開催した第１回経済安全保障推進会議において、

法制上の手当てを講ずることによりまず取り 組むべき分野として、
①重要物資や原材料のサプライチェーンの強靭化、
②基幹インフラ機能の安全性・信頼性の確保、
③官民で重要技術を育成・支援する枠組み、
④特許非公開化による機微な発明の流出防止

上記４分野について法制上の手当てを講ずることで、経済安全保障を推
進するための体系的な法制整備を行う。

出所：経済安全保障法制に関する提言（2022年2月1日、58頁）

４分野を
提示



経済安全保障重要技術育成プログラム

（事業概要）

○内閣府主導の下、AI、量子等の先端技術を文科省及び経産省が関係府省庁と

連携し、国のニーズ（研究開発のビジョン） を実現する研究開発プロジェクトの高

度化や個別技術を実現する研究テーマを併せて実施。

○研究成果は民生利用のみならず、成果の活用が見込まれる関係府省（デュアル

ユース）において公的利用につなげていくことを指向。

○技術進展の早い重要技術は、複数年度にわた り柔軟かつ機動的な運用が可能

な枠組（公募による研究開発を行う基金）を構築し社会実装に繋げる。
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３．セラミックス産業の現状
セラミックス３．６兆円、航空機産業１．８兆円、工作機械１．６兆円

３兆円産業

グローバル市場予測6.3%

（2020～2027年）

（出所）日本ファインセラミックス協会 産業動向調査 2021年
Global Industry Analysis社 2021年
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拡大するグローバル市場
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広がるセラミックスファミリー

（米国USACA）Glen専務理事）

☆Ceramics are everywhere.

☆Cramics market potentials are endless.



セラミックスは多方面で、多くの製品や
部品に使用される
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１．Additive Manufacturing
２．Aerospace
３．Automoive Engineering
４．Ceramics and Joining Technology
５．Ｃhemicals-Pharmaceuticals
６．Electrical Engineering, Electronics
７．Environmental Engineering
８．Food Processing Technology
９．Glass Engineering
10. Lifestyle and Leisure
11．Measuring Systems
12．Medical Engineering
13．Metal Engineering
14．Military Engineering
15．Optics
16. Paper Technology
17．Plastics Engieering
18．Power Engineering
19. Textile Industry
20．Institutes
21．Equipment Suppliers
22．Power suppliers

（出所）Ｃｅｒａｍｉｃ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ（欧州季刊誌）



自動車に3000個のセラミックス

セラミックス
ブレーキ

点火プラグ

ｾﾗﾐｯｸｽ電子部品

セラミックスヒータ

セラミックス部品の種類

点火グロープラグ、酸素センサー、ノッキング
センサー、駐車距離制御、ＰＴＣヒータ、燃料
噴射システム、ポンプ部品、ブレーキディスク、
触媒担体、微粒子フィルター

燃料噴射
高圧ポンプ

（出所）Institute for Applied Material, Ceramics in Mechanical Engineering

排ガスフィルター
触媒担体
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スマフォに800個のセラミックス

チップ積層セラミック

コンデンサ

EMI除去フィルタ

表面波フィルタ 20個

チップインダクタ 50個

25個

700個

スマートフォンには積層セラミックコンデンサの他、
多数のセラミックを使用した電子部品が・・・
「材料を究める」、「薄さを究める」、「積層を究める」、「焼成を究める」

（出所）村田製作所広報資料 31



拡大続ける先進セラミックス応用

〇エネルギー市場
・全個体電池、SOFC（個体酸化物形燃料電池）

・熱エネルギーを保存する蓄電セラミックス

〇透明セラミックス市場
・光学とオプトエレクトロニクス、代替ガラス

・高出力レーザ

〇セラミックス膜、多孔質セラミックス
・水浄化、飲料、化学薬品、医薬品用膜フィルター

・CO2分離サブナノ膜

〇セラミックスコーティング
・耐摩耗性や耐食性の付加の表面処理

・金属材料や高分子材料の保護膜

〇セラミックス複合材
・SiC/SiC、Ox/Ox複合材、LEAPエンジン

・ポリマーセラミックス 32



Optical Ceramics Market, 2021-2026
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Optical ceramics market is likely to witness an 

impressive CAGR of 14.8% during the forecast period. The 

key factor that is contributing to the demand for optical 

ceramics is mainly attributed to its increasing usage in 

various industrial applications, such as aerospace & 

defense, medical, and optics & optoelectronics.

2022年1月6日発行



Optical Ceramics Market, 2021-2027
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Optical Ceramics market size was estimated at USD 189.3 Mn. in 2020. It is 

expected to grow at a CAGR of 12.4% from 2021 to 2027.

光学セラミックスは、航空宇宙やオプトエレクトロニクス、また、防護服やヘルメット、自動車
や航空機など軍事・セキュリティ分野が重要な市場。航空宇宙、防衛、セキュリティ産業に
おける光学セラミックスの使用も推進力。一方、光学セラミックスのコストが高いことが、予
測期間中の市場拡大を阻む。将来的には、医療分野での需要増がチャンス。

2022年1月12日発行



Optical Ceramics Market,2021-2030

The global optical ceramics market was valued at $189.3 million in 2020, and 

is projected to reach $603.4 million by 2030, growing at a CAGR of 12.4% 

from 2021 to 2030.

光学セラミックスは、民間・軍用航空機のエンジンやドーム、レドームなどの過酷な
使用に耐える分野で応用されており、今後、拡大する航空宇宙・防衛、エネルギー
産業での需要増加が見込まれる。
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OPTICAL CERAMICS MARKET, 
BY END USE
5.1. Overview
5.2. Optics & optoelectronics
5.3. Aerospace & defense and 
security
5.4. Energy
5.5. Others

2022年2月11日発行

（Key Players）
II-VI Optical Systems (US), CeraNova (US), 
CeramTec (Germany), Surmet Corporation 
(US), Schott AG (Germany), 
CoorsTek (US), MurataManufacturing
(Japan), Konoshima Chemicals 
(Japan), Kyocera (Japan), and Saint-
Gobain (France).



NEDOが進める「高輝度・高効率次世代レーザー技術開発」プロジェクトにおいて、このたび浜松
ホトニクス（株）はパルスエネルギーをLD励起では世界最高出力の250J（ジュール）とした産業用
パルスレーザー装置を開発しました。レーザー媒質に光エネルギーを蓄える能力の向上や、ビー
ムの高品質化などにより、従来の産業用パルスレーザー装置と比べ同程度のサイズながら2倍以
上のエネルギー増幅能力を実現しました。

本装置はレーザー媒質として最適化した世界最大面積のセラミックス10枚を搭載することで、
光エネルギーの蓄積能力を従来の約2倍に向上させました。

36

世界最高出力250Jの産業用パルスレーザー装置を開発
―レーザー加工の効率向上により、医療・エネルギーなどの応用開拓に期待－

（出所）浜松ホトニクスプレス資料（2021年6月）



上海珪酸研究所 透明セラミックス研究センター

（光セラミックス・複合材料グループ）
透明セラミックスは、ランプエンベロープ、レーザー、シンチレータ、窓、レ

ンズなど多くの用途に向けて開発され、広い範囲で高い透過率をもつ熱的・機械
的特性を高める。研究目的は、可視/赤外線範囲で高い透過率を持つ透明セラ
ミックスに焦点。高圧ナトリウムランプやセラミックメタルハライドランプ、酸
化イットリウム、イットリウムアルミニウムガーネット、中赤外域で使用される
アルミニウムオキシ窒化物、高屈折率透明セラミックスに使用される透明/半透
明のアルミナセラミックスを研究既にいくつかは工業化されている。
（先進酸化物透明セラミックスグループ）
（透明・光機能セラミックス研究グループ）
（透明機能セラミックス・デバイス研究グループ）

長年にわたり、電気光学セラミックス、マイクロ波誘電体、フェライトの製造
と応用に取り組んできた。特に、PLZT、PLMNT、NBBT透明セラミックスなど
の高度な電気光学セラミックスに関する重要な成果を得た。

37

2016年1月、透明セラミックス研究センター設立。目的は、高度
セラミックス分野における構造と機能セラミックスの新しい研究
の方向性を作り出すこと。同時に戦略的研究の研究方向を強化。



JFCA/米国USACA/欧州PEC連携

USACA：先進ｾﾗﾐｯｸｽ協会

＜重点分野＞

○セラミック繊維とCMC製造
（Ceramic Fiber and CMC 
Manufacturing）

〇透明セラミックス
（Transparent Ceramics）

○原子力セラミックス

（Nuclear Ceramics）

〇労働力開発

（Workforce Development）

PEC:欧州ｾﾗﾐｯｸｽｾﾝﾀｰ

＜重点分野＞

〇ラグジュアリーと創造

（Luxury & creation）

〇健康、環境、住宅

（Health, Environment, 
housing）

〇エネルギー、輸送

（Energy & transport ）

〇エレクトロニクス、光学

（Electronics & photonics）

PEC: Pôle Européen de la CéramiqueUSACA: US Advanced Ceramics Association



ＮＡＳＡに見るセラミックス応用

39



40



41



42



ＤＯＤ：競争時代の技術ビジョン
３分野、１４の重要技術

１．新しい機会をもたらすシーズ分野

〇バイオテクノロジー

〇量子科学

〇未来型ワイヤレス技術

〇先端材料（極超高温、軽量、高機能）

２．既存の活気ある商業部門活動の分野

〇トラステッド AI とオートノミー

〇統合ネットワーク システム・オブ・システム

〇マイクロエレクトロニクス

〇宇宙技術

〇再生可能エネルギーの生成と貯蔵

〇高度なコンピューティングとソフトウェア

〇ヒューマン・マシン・インターフェイス

３．防衛関連の分野

〇指向性エネルギー（レーザー、高出力マイクロ波、高エネルギー粒子ビーム）

〇Hypersonics（マッハ５の極超音速システム）

〇統合されたセンシングとサイバー（広帯域センサー）
（出所）USD（R&E）競争の時代の技術ビジョン、2022年2月



2021  JFCA 44

４．FC Roadmap 2050 2021年版 （冊子）

※ロードマップの構成
①市場ロードマップ（市場ニーズ、規模）、②製品ロードマップ（予想される機能、
製品等）、③技術ロードマップ（セラミックスの必要な技術）

※図書購入は、http://www.jfca-net.or.jp にアクセスして下さい。

（主要分野）モビリティ、情報通信、医療福祉、エネルギー、インフラ、環境
（横断分野）センサ、電池、半導体材料・デバイス
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Roadmap 2050アンケート調査結果

【対象機関】
◼国内機関：JFCA会員企業 (回答数37件)
◼海外機関：米国先進セラミックス協会、欧州セラミックスセンター、米国セラミックス学会等を

通じた海外企業、海外研究者(大学等) (回答数64件)

【期間】
2021年6月～7月

0
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40
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)

国内機関 海外機関

【質問５事項】

１．２０５０年までに社会に影響を与える

メガトレンド

２．２０５０年までに期待される応用分野

３．２０５０年まででセラミックス発展に必要

となるキーテクノロジー：トップ１０

４．一般質問

５．自由コメント

【質問２のアンケート結果分析】
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ロードマップ例 ｸﾘｰﾝ燃料発電
2020 2025 2030 2040 2045 2050

電源構成目標

再生可能エネルギー
クリーン燃料

（水素、アンモニア等）

化石燃料
原子力

水素
水素発電システム

水素製造コスト

アンモニア
　　　　　　　　　　　　アンモニア需要

アンモニア発電システム

水素発電
タービンの耐熱性向上

水素製造
改質触媒　　　CCUS1-1)

メタン・DME1-2)改質

アンモニア改質

水素分離膜担体

　　  SOEC1-4)  　　　 電解質

電極材

　水電気分解　

　太陽光利用水熱分解
ライン集光型太陽光

二段階水熱分解サイクル
（集光型太陽光）

　熱利用水分解(ISサイクル)
硫酸分解器容器

硫酸分解促進触媒

　人工光合成用光触媒
アニオン複合化合物

有機・無機ハイブリッド

アンモニア発電
タービンの耐熱性向上

アンモニア合成
アンモニア製造目標値

低温・低圧合成技術

人工光合成技術

クリーン燃料発電

温室効果ガス削減目標

1-1) CCUS：Carbon dioxide Capture Utilization and Storage、1-2) DME : Dimethyl Ether、1-3) MRF：Membrane Re-Former、1-4) SOEC：Solid Oxide Electrolysis Cell、
1-5) PEM：Polymer Electrolyte Membrane、1-6) AEM：Anion Exchange Membrane

マ
ー

ケ
ッ

ト

プ
ロ
ダ
ク
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

メタンハイドレート

2013年度比 46%

ガスタービン（水素混焼）、燃料電池 ガスタービン（水素専焼発電）、燃料電池

100円/Nm3 (ｸﾞ ｰ水素) 30円/Nm3 （高温水蒸気電解などの研究開発、実証試験 ( ﾞ ｰ&ｸﾞﾘｰﾝ水素)） 20円/Nm3 （新技術の社会実装の進展、普及拡大 (ｸﾞﾘｰﾝ水素)）

 ﾝ   生産2億ton/年（1億ton：肥料用） 発電需要増加（2000千ton/年（20%混焼@2030(10円代後半/Nm3)）, 1億ton/年(専焼)） 商用拡大

ガスタービン(100MW～)設備開発 ガスタービン（100MW～）実証 ガスタービン（100MW～）初期導入 ガスタービン(100MW～)本格導入

ガス生産安定性検証 パイロット実証 商業化(ﾊｲ ﾞ ｰ 価格：＜26円/m3(LNG以下))

水素混焼・専焼ガスタービンの課題抽出 ガスタービン部材用耐熱、耐食性ｾﾗﾐｯｸ膜（耐還元性遮熱コーティング（窒化物、炭化物等））の開発

化石燃料改質触媒 CCU由来合成プラスチック分解触媒

メタン分解触媒（Ru, Ni＋Al2O3) 発熱抑制・高効率化触媒（  RhCo＋ｾﾞ ﾗｲ , 電場誘起Rh＋CeO2など）

メタン・ジエチルエーテル分解触媒 （Cu系スピネル酸化物）
低温反応・高効率化触媒

アンモニア分解触媒 （Co-Mo-N, Ni+Ca-NHなど） 低温反応・高効率化触媒

水素分離改質器（メンブレンリフォーマー(MRF1-3))）用 Al2O3, ZrO2多孔体 Al2O3, ZrO2多孔体複雑形状化 3D造形

SOEC1-4)用電解質（YSZ, Sc-ZrO2） 高性能電解質（Mg-La-Ga-O系）

SOEC1-4)用電極（カソード：Ni-YSZ, CeO2系、アノード：Mn, Fe系ペロブスカイト酸化物）
低コスト化、大型化、耐久性向上

高温型波長選択吸収膜(β-FeSi2+SiO2(～650℃)) の実証試験、実用化低温型波長選択膜 (Si合金系半導体(<400℃, <550℃))の低積層化、実用化

酸化・還元材料 （フェライト、CeO2）～5MW級実証 ～数十MW級実証 実用化

高性能酸化・還元材料 （高 ﾝﾀ   ｰ酸化物、    ﾞｽ ｲ 酸化物）

耐熱・耐薬品SiC容器（硫酸分解器） 大型化・実用化

SO3→SO2反応促進触媒（Cu-V-O, TiO2） 触媒能の向上

可視光応答型光触媒の高効率化 (TaN, Y-Ti-O-S系, Bi-V-O系) 新規光触媒の開発、高効率化 大面積実証、社会実装

金属-ナノシート (Ca-Nb-O系)＋色素増感材 変換効率向上；可視光吸収特性向上 （ナノシート材、色素増感材）

NH3混焼・専焼ガスタービンの課題抽出 ガスタービン部材用耐熱、耐食性セラミック膜（耐還元性遮熱コーティング（窒化物、炭化物等））の開発

常圧（～2MPa）、常温、NH3生成量：従来法レベル(従来法：ハーバー・ボッシュ法（高圧（10-100MPa）・高温（400-650℃）))

常圧・低温合成用触媒（Mo錯体＋Sm-I） 高効率触媒ナノRu担持多孔質体（ナノポーラスシリカ, セリア複合酸化物）

低圧・低温合成用触媒(Ru/CaFH3, Ru/Ca-NH, Ru/12CaO・7Al2O3 )

人工光合成応用触媒（Bi-O-Cl）

水素透過性金属－ｾﾗﾐｯｸｽ複合膜

カーボンニュートラル

アルカリ、PEM1-5)、AEM1-6)型水分解 水分解触媒 Ir+MnO2 水分解触媒 Ir ｽ低 ｽ 化 海水分解触媒

第６次エネルギー基本計画

再生可能エネルギー ： 約36～38％

水素・アンモニア ： 約1％

化石燃料 ： 約41％

原子力 ： 約20～22％

再生可能エネルギー ： ＞50％

水素・アンモニア ： ＞10％

化石燃料 ： ＜20％

原子力 ： ＜20％
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５．今後の課題

Innovation！
Think Ceramics

〇経済安全保障と安全保障の重なる部分は、国際社会の確固た

る地位確保の上で不可欠。特にコア技術は重要な戦略ツール。

〇技術優位性の保持は、企業だけが頑張っても難しい。国の戦

略的な政策支援が必要。

〇最後の砦のひとつセラミックスは、先端材料として多種の部品や

製品に幅広く応用される横断的なコア技術。

〇セラミックス技術の向上と保持（技術漏洩）及び諸外国と伍する形

で研究開発を継続的に進める制度の整備。

〇欧米、中国、韓国のセラミックス技術

の継続的な技術動向調査。



ありがとうございました。

yano@jfca-net.or.jp
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http://www.jfca-net.or.jp/



あのヒロインも使っていたセラミックス

彼女が使っていた武器。。。
あれは 硬化セラミック刀。
そして 兵隊の甲冑もセラミック。

Innovation ?....

Think Ceramics !
技術革新？
ｾﾗﾐｯｸｽｿﾘｭｰｼｮﾝを忘れていませんか！


